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「変わること」
研究・研修部長 小川 和英

先日，歯の詰め物がとれ，久しぶりに歯科医院に
行ってきました。歯医者さんといえばツーンとする
消毒薬のにおい，歯を削る機器に送るエアタービン
のキュイーンという高音，治療中神経を刺激する時
の鋭い痛み，小学生だったころの強烈な思い出が未
だに残っています。そんな歯科技術も日進月歩。「歯
を削らない，抜かない，だから痛くない」が合言葉。
できるだけ歯を削らない，神経を抜かない，抜歯を
しない治療法や歯を残す虫歯・歯周病治療が，現在
注目されている治療法だそうです。では，私たちが
小学校だったころの学校には，どの様な思い出が残
っているのでしょうか。そして，その思い出と，私
たちが日々の教育活動を営む目の前の学校とを比べ
たとき，学校は，「自分のペースで学べる，おいて
けぼりにされない，だから学力が身につく」という
学習形態に進化しているのでしょうか。
本県では第７次福島県総合教育計画が策定され，

令和４年度より令和12年度までの９年間で，個別最
適化された学び，協働的な学び，探究的な学びへと
変革していく「学びの変革」を推進中であり，学び
の在り方に根本的なメスをいれようとしています。
それと呼応し，校長及び教員としての資質の向上に
関する指標【第２版】が示され，教員が身に付けて
おくべき資質として，一方通行・画一的な授業等か
ら，子供たちが，学ぶ意義を，学ぶ過程で自ら見い
だしていけるような授業をつくる力をあげていま
す。当センターではこのことを受け，初任者研修，
中堅教諭等資質向上研修に探究型の授業スタイルの
構築をめざす講座を新設します。前者では，学びを
自分事化するための課題の設定に焦点をあてた授業
スタイルの基礎知識と技術を，後者では，教職経験
10年間で蓄積した授業ノウハウを持ち寄り，指導主
事と福島大学の教授をファシリテーターとして，協
働の中で探究的な学びの充実に向けた授業改善の道
を探っていくものとしました。また，調査・研究の

一環として，「学び続ける力の育成」をテーマに，
子供たちが学びを自分事化し，それを各自の成長に
つなげたり社会の課題解決につなげたりするための
授業モデルを，協力校を舞台として指導主事と長期
研究員の協働により実践研究を進め，その成果を県
教育研究発表会や当センターＨＰ等を通じて発信し
てまいります。
さて，免許更新制の発展的解消にともなう，「研

修履歴を活用した対話に基づく受講奨励」がいよい
よ来春から始まります。年度始めに校長先生との対
話を通して伸長したい資質と必要な研修を選び，研
修で得た成果を教育実践にいかし，年度末に資質の
伸長度合いを振り返るものです。当センターとしま
しては，専門研修の募集締切をひと月遅らせ研修受
講の便をはかるとともに，オンラインライブでの聴
講制度を新たに設け受講枠を拡大します。研修コン
テンツも豊富に準備しており，専門研修では，教科
指導に関わるもの，ＩＣＴ等情報に関わるもの，い
じめや不登校等の生徒指導や教育相談に関わるもの
等多数用意しております。土日に実施します自主講
座では，一般の方にも対象を広げたロボットワーク
ショップ，美術館での鑑賞講座や，授業実践の基礎
を学び直す授業スキル講座も新設します。そして，
専門研修や自主講座は教諭や養護教諭だけでなく，
教頭，常勤講師等幅広く県内の先生方に開いていき
ます。研修の時間の確保が難しい方には，伸長した
い資質に対応したオンデマンドコンテンツが検索で
きるサイトも新たに設けます。
「どうすれば嫌われない歯医者さんになれるのか
なぁ…？」ある歯医者さんのつぶやきです。「どう
すれば毎日学校に行くことが待ち遠しい学校になれ
るのかなぁ…？」私たちの切なるつぶやきです。私
たち皆で挑戦すべきよりよき学校づくりのために
も，当センターをご利用いただければ幸いです。

本誌に関するご意見・ご感想，並びに研修に関するご質問等がございましたら，下記連絡先までお寄せください。

編集発行： 福島県教育センター 〒960－0101 福島市瀬上町字五月田16番地
TEL 024－553－3141（代表） FAX 024ー554ー1588
URL https://center.fcs.ed.jp/ E-mail center@fcs.ed.jp
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情報教育チームでは，１人１台端末活用の在り方について研究をしています。 
一年次の成果として，リーフレット「１人１台端末の日常的な利活用に向けて」※１を作成しまし

た。今年度は，そのリーフレットを活用し，「日常的な利活用」と「授業における効果的な活用」
について調査・研究を行いました。研究協力校での取組を実践事例とともに紹介します。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

まずは，「日常的な利活用」を推進しました。 

 
 

情報教育チームからの発信 

１人１台端末の日常的な利活用と授業における効果的な活用について 

～ 令和４年度 チーム研究より ～ 

１人１台端末の活用は，どう取り組めば良いのかな？ 

※１ リーフレット https://sites.google.com/fcs.ed.jp/iem 
（福島県教育センター 情報教育チーム） 

《日常使いで実践した取組》 
〇朝食調べ（養護教諭⇒児童生徒） 

〇学校評価アンケート（教頭⇒保護者） 

〇現職教育アンケート（研修主任⇒教員） 

〇教科自己評価アンケート（教科担当⇒児童生徒） 

〇授業理解度アンケート（担任，教科担当⇒児童生徒） 

〇道徳気持ちの変化（担任，教科担当⇒児童生徒） 

〇クラウドサービスを利用したデータ共有（教員） 

〇学校祭アンケート（生徒会⇒全校生） 

〇学級日記の記録（児童生徒） 

〇地域広報誌への執筆（児童生徒） 

〇学校祭のスライド作成（児童生徒） 

〇学校祭等でのアンケート作成（児童生徒） 

日常使いの取組と 
ＩＣＴ活用の習慣化 

 
この学級では，朝登校時に１人

１台端末を配付しています。それ
により，休み時間の利用が常態化
していました。 
日常使いの取組といつでも使え

る環境が，ＩＣＴ活用スキルの向
上につながりました。 

提案授業研究 

授業参観と事後研究会の協議を通
して，効果的な活用のイメージを膨
らませることができました。 

ＩＣＴ推進チーム

と現職教育部が連携

を図り，校内研修を

実施しました。 利活用状況等の共有 

授業や校務での利活用事例に加え
実際に起きたエラーやトラブルその
対処の方法，ＩＣＴ支援員との連携
等について情報共有を図ることがで
きました。 

管理職のリーダーシップのもと， 
ＩＣＴ推進チームを構成 

《メンバー》 
・授業力とマネジメント力のある教員 
・ＩＣＴ活用の実績がある教員 
・小中連携の視点から授業構想ができる教員 学校管理職は，教育目標の実現や自校の教育課題

を踏まえ，ＩＣＴ活用の推進に向けたビジョンを示
し，ＩＣＴ推進チームを任命しました。 
 

学校管理職《ビジョン》 

〇教育活動全般において，これまでの成果と課題を工

夫改善し，より一層豊かな教育活動を展開する。 

〇学習方法や学習内容の幅を広げ，協働的な学びと深

い学びの実現を図る。 

〇児童生徒の将来に役立つ情報活用能力を育成する。 

https://sites.google.com/fcs.ed.jp/iem
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 町探検の計画を話し合わせるために，昨年の２年

生が作成した資料を１人１台端末へ送信し，グルー

プで意見を整理する学習活動を展開しました。蓄積

されたデータを絵地図やＷｅｂ地図と比較しなが

ら，訪問したい理由を明確にして計画を作成し，一

人一人が主体的に発表することができました。 

 行書の特徴に気付かせるために，毛筆の楷書と行

書を比較する資料を１人１台端末へ送信し，意見を

整理させる学習活動を展開しました。デジタルホワ

イトボードの付箋機能を活用して，行書の特徴につ

いて，グループで話し合いながら考えを整理したこ

とで，点画の省略等に気付くことができました。 

 角の大きさの理解を深めるために，ノートやワー
クシートの代わりにデジタル教材を１人１台端末
へ送信しました。児童は，１人１台端末に分度器
を当てながらシミュレーションを行い，試行錯誤

を繰り返しながら，１８０度より大きい角度につい

て考え，課題解決に迫ることができました。 

 

 

ＧＩＧＡスクール構想で示されている，学びの変容イ

メージの「ステップ２」につながる１人１台端末の活用

を「授業における効果的な活用」としました。 

ＩＣＴの特性や強み，よさを理解し（Ｉ），各教科の特

性に応じた活用（Ｓ）やアクティブラーニングを実現さ

せる活用（Ａ）を意識して授業を行うことが，「ステップ

２」につながる１人１台端末の活用になると考え，３つ

の視点（Ｉ・Ｓ・Ａ）を位置付け，授業実践を行いまし

た。その一部を紹介します。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 研究協力校では，「ステップ０（校内体制・校内研修・日常使い）」を位置付けることで，

教員や児童・生徒のＩＣＴ活用スキルの向上に繋がりました。またＩＣＴ推進チームが中

心となって校内研修を企画し実施したことで，教員が日常使いの有効性についての理解を

深めるとともに，授業で効果的に活用するスキルを身に付けることができました。 

詳しくは，福島県教育センター 研究紀要 第 51・52集をご覧ください。 

リズムづくりをさせるために１人１台端末へワー

クシートを送信し，個人とグループでリズムを創作

し発表する学習活動を展開しました。自分の表現し

たいリズムを作成し，グループで合わせたものを録

音して発表しました。リズムを可視化したことで，

聴覚と視覚を働かせながら，工夫してリズムを表現

することができました。 

・小学校 第１学年 音楽「リズムとなかよし」 ・小学校 第２学年 生活「まちたんけん」 

・小学校 第４学年 算数「角の大きさ」 ・中学校 第２学年 国語「行書の書き方を学ぼう」 

すると，「授業における効果的な活用」の場面が増えました！ 



‐４‐



‐５‐
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令和５年度 専門研修講座 

「言葉による見方・考え方」を働かせ， 

深い学びを実現する国語講座（小・中学校） 紹介 
 

 

ここでは，令和５年度に教育センターで実施を予定している小学校・中学校国語科専門研修「『言葉による
見方・考え方』を働かせ，深い学びを実現する国語講座」について紹介します。 

 
「言葉による見方・考え方」ってどう捉えたらよいのだろう・・・？ 

具体的に国語の指導では何をしたらよいのだろう・・・？ 

本講座では，そんな「言葉による見方・考え方」を働かせる指導の在り方を学びます。 

・ 教材との出合わせ方を工夫して「主体的な学び」を引き出したい！  

・ ペアやグループでの話合いを活発にさせたい！ 

・ 「見方・考え方」を働かせて「深い学び」を実現させたい！ 

・・・ このような思いにこたえる講座です。 
 
 

期 日 

小学校：令和５年９月４日（月） 中学校：令和５年７月１３日（木） 

内 容 

○「言葉による見方・考え方」を働かせる国語科授業について（講義） 

○「言葉による見方・考え方」を働かせる授業づくり（協議・演習） 

対象者 

小学校・中学校国語科・特別支援学校の先生方を対象としています。定員は小学校２０名，中学

校１６名です。「言葉による見方・考え方」についての理解に自信がない先生方にも，これからさら

に理解を深めたい先生方にも対応できる内容になっています。興味のある方は，ぜひ気軽な気持ち

でお申し込みください。 
 

【これまでに受講した先生方の声を紹介します！】 
〇 実際に作成した授業構想をもとに話し合う演習はとてもいい経験になりました。協議のときは，同

じ教材でも，各先生方で言語活動の仕方や着目させたい語や言葉が異なり，とても刺激的な時間にな

りました。 

〇 これまで「見方・考え方」，「深い学び」，「資質・能力」という言葉のイメージが曖昧なままでし

た。しかし，今回言葉のイメージをつかむことができ，今後の授業づくりに生かしていきたいと思い

ます。 

〇 「言葉による見方・考え方を働かせる」とは何かが，「あー！こういうことなのか！」と，理解でき

ました。改めて「国語っておもしろいな。」と感じることができました。 

 

令和５年度  新設専門研修講座 

 

当センターでは，各学校や先生方のニーズに応えるべく，多くの専門研修講座を用意しています。令和
５年度，様々な教育環境をめぐる変化に対応するため，教員研修チームとして以下の専門研修講座を新設
します。 

 

【高等学校 情報講座】 
7月 28日（金） 「問題の発見・解決に向かうプログラミング指導講座（Python・JavaScript編）」 
【小・中・高等学校 総合的な学習・探究の時間講座】 
12月 1日（金） 「児童・生徒が自己の生き方を考えていく総合的な学習・探究の時間授業づくり講座」 

教員研修チームからの発信 
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家庭科の指導力向上をめざす基礎・基本講座（被服編） 

 

 保育に関する指導の充実をめざす家庭科講座 

 

８月９日（水）        教育センター 

小学校・中学校（免許外教科担任可）・特別支援学校の教員 

小学校・中学校家庭科の実技指導に必要な基礎的・基本的な知識と技能を習得し，実践的な指導力の

向上を目指すための講座です。今年度は衣生活分野について学びます。 

講師に茨城大学 教授 木村美智子先生をお迎えし，主体的・対話的で深い学びの実現を図る衣生活分

野の学習指導の在り方や生活を豊かにするための布を用いた製作について学びます。木村先生は新学習

指導要領の改訂に携わるとともに，環境負荷を考えた洗濯方法や環境教育の視点に立った家庭科教育の

研究をされています。ぜひ，木村先生のもとで勉強してみませんか。被服製作が苦手な方，免許外教科

担任の先生も大歓迎です。 

 

１１月 ９日（木）・１０日（金）   

１１月 ９日（木）各所属校〔オンライン〕 

１１月１０日（金）教育センター 

中学校・高等学校・特別支援学校の教員 

中学校・高等学校家庭科における保育分野の専門的な知識や技能，指導法について学び，実践的な指

導力の向上を図るための講座です。 

近年の少子化による異年齢交流の減少や児童虐待等の問題により，青年期における家庭科の保育学習

が重要視されています。中学校技術・家庭（家庭分野）の「Ａ家族・家庭生活」では，少子高齢社会の

進展に対応して，家族や地域の人々とよりよく関わる力を育成するために，幼児との触れ合う体験など

を一層充実するとともに，高齢者など地域の人々と協働することについて扱うことになっています。こ

れからの保育学習は，親としての責任や役割を理解するだけでなく，家族や地域の人々とよりよく関わ

ろうとする態度や家族や地域の人々と協力・協働しようとする態度を育成することが重要になってきま

す。 

そこで，中学校・高等学校家庭科における「幼児の触れ合い体験」を含む保育学習の効果について研

究をされている東京学芸大学 教授 倉持清美先生のオンラインによる講義を通し，「これからの保育学習

に求められるもの」について学びます。 

また，瀬上保育所 所長 小野美和先生を講師にお迎えし，保育現場側からの 

異年齢交流の在り方やコロナ禍における異年齢交流に向けた取り組みについて 

一緒に考えます。さらに，保育地域支援事業等の取り組みを含め「今日の幼児 

教育」についてもご講義をいただきます。 

令和５年度 家庭科 専門研修講座紹介 

 実施日  場 所 

 実施日 

 場 所 

 対象者 

 対象者 

教員研修チームからの発信 

興味のある方は，ぜひ気軽な気持ちで参加してください！ 
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令和４年度 福島県教育研究発表会 
～ 明日の 福島の 教育をつくる ～ 

令和４年 11 月 25 日(金)に福島県教育研究発表会を，昨年度と同様にオンライン形式で開催しました。

県内各学校の教諭，福島県教育庁義務教育課の指導主事，当センターの指導主事や長期研究員が，日頃の実

践や研究成果を発表しました。また，経済産業省経済産業政策局産業資金課長（前・教育産業室長）浅野 

大介氏から講演「『未来の教室』のつくり方」をいただき，充実したものとすることができました。 

各研究発表の概要については，当センターWeb サイトに掲載しております。ぜひ御覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御後援を賜りました福島県小・中学校長会，福島県高等学校長協会に厚くお礼申し上げます。 

 

 

 
 

令和５年度 専門研修について 

令和５年４月から，研修履歴を活用した対話に基づく受講奨励が施行されます。 

教育センターでは，令和５年度の専門研修について，申し込む講座について検討する時間を確保する

ために，申込締切日を昨年度より少し遅らせます。申込締切日は，学校種などで異なります。当センタ

ーから各学校に配付される「令和５年度 研修講座案内」や，受講者照会の文書を確認してください。 

なお，研修講座毎に定員がございますので，ご希望に添えない場合があります。予め御了承くださ

い。 

また，令和５年度 研修講座要項は，令和５年３月 17 日（金）に当センターWeb サイトに掲載する

予定です。こちらも御確認ください。 
 

新型コロナウイルス対策及び来所時のご注意 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和５年度福島県教育研究発表会（予定） 

令和５年 11 月 22 日（水） ９時 50 分開会 各種研究発表及び講演 

参加者の声 

・ＧＩＧＡスクール構想の意図や教育の方向性

が分かりよかったです。 

・学びの様々な形，考え方をまさに考えさせられ

たなと思いました。これからの教育の方法を幅広

く考え，積極的に行っていきたいと思いました。 

新型コロナウイルス対策 
来所する場合は，事前に当センター

Web サイトにあります「教育センターを

利用される皆様へ」を御確認ください。 

・ 健康チェックシートの提出 

・ マスクの着用 

・ 来所時の手洗い 等 

来所時のご注意 

自動車で来所する場合は，

仮設道路を通行することに

なり，進入・退出に時間がか

かることがあります。詳しく

は，当センター Web サイト

を御確認ください 

https://center.fcs.ed.jp/ 

福島県教育センター 
Webサイト 
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